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佛
教
學
に
於
て
初
學
者
を
憐
ま
す
も
の
登
一
つ
は
、
所
謂
専
門
語
即
ち
術
語
で
あ
っ
て
、
而
か
も
其
の
名
其
の
言
莱
が
同
一
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
時
代
や
宗
義
に
よ
っ
て
、
各
内
容
説
明
等
を
異
に
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
其
れ
は
他
の
哲
學
や
科
學
以
上
に
困
る
こ
と

で
、
一
語
の
認
識
を
欠
く
こ
と
に
よ
り
て
、
教
義
全
禮
の
不
明
を
來
し
、
一
句
の
誤
解
に
よ
り
て
、
教
義
全
般
の
領
解
を
謬
る
こ
と
に
な

る
の
み
な
ら
ず
、
聖
教
の
債
値
批
判
に
ま
で
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
と
思
ふ
。
吾
等
は
偶
上
一
篇
の
學
的
論
文
を
讃
み
、
一

席
の
専
門
講
演
を
蕊
く
時
、
よ
く
そ
れ
を
實
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
の
襯
心
の
語
も
教
相
に
對
す
る
の
で
、
教
相
は
佛
一
代
の
教
法
読

相
と
其
れ
に
よ
り
て
詮
顯
せ
ら
る
弾
教
理
で
あ
り
、
親
心
は
そ
の
教
相
叉
は
其
れ
に
よ
り
て
理
解
し
た
ま
弾
を
、
自
分
の
心
に
取
入
れ
て
槻

察
し
、
質
際
の
修
行
に
移
さ
る
芦
も
の
な
る
が
故
に
、
こ
の
二
つ
の
意
味
の
も
の
は
、
佛
教
で
あ
る
か
ぎ
り
、
何
れ
の
宗
義
に
も
あ
る
わ

け
で
あ
る
。
例
せ
ば
法
相
の
三
時
教
判
に
對
す
る
五
重
唯
識
槻
の
如
き
、
華
嚴
の
五
教
十
宗
判
に
對
す
る
唯
心
法
界
棚
の
如
き
、
眞
言
の

教
相
に
對
す
る
事
相
の
如
き
、
淨
土
宗
の
教
相
に
對
す
る
安
心
超
行
の
如
き
皆
そ
れ
で
あ
る
。
然
し
未
だ
天
台
宗
の
如
き
盤
術
せ
る
教
相

及
び
槻
心
は
な
い
、
即
ち
五
時
八
教
を
以
て
佛
一
代
の
聖
教
を
判
緯
し
、
法
華
開
顯
の
教
理
を
詮
明
す
る
を
教
相
と
な
し
、
こ
の
教
意
に

よ
り
て
一
心
三
槻
十
境
十
乘
の
方
法
を
設
け
、
行
者
陰
妄
の
己
心
を
槻
じ
て
三
千
三
諦
の
理
を
顯
は
す
ぞ
槻
心
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に

籾
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教
相
と
槻
心
と
は
天
台
宗
の
二
大
教
義
に
し
て
、
教
相
解
を
開
く
は
槻
心
の
豫
備
知
識
と
な
り
、
槻
心
行
を
立
つ
る
は
教
相
の
賛
際
化

な
れ
ば
、
雨
者
一
方
を
鉄
き
一
方
に
偏
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
、
所
謂
教
襯
相
寳
と
穂
し
て
，
天
台
一
家
の
讃
瀞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
れ
ば
三
大
部
に
於
て
も
玄
義
・
文
句
の
教
相
を
述
ぶ
る
虚
に
概
心
あ
り
、
止
観
の
正
し
く
槻
心
を
示
す
前
に
も
教
相
を
陵
し
な
い
、
但

し
各
部
の
正
意
よ
り
教
観
の
傍
正
を
判
す
れ
ど
も
、
天
台
宗
と
し
て
の
本
営
の
目
的
は
槻
心
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
教
相
も
所
詮
槻

心
の
篤
め
で
あ
る
か
ら
、
槻
心
が
家
の
教
相
で
な
け
れ
ば
、
遂
に
經
繰
の
文
字
だ
け
に
止
ま
っ
て
、
何
等
効
果
も
利
鎌
も
正
兇
も
得
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
遜
か
ら
棚
心
証
道
の
賃
義
と
も
云
は
る
鴬
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
槻
心
は
一
般
の
佛
教
に
通
ず
る
意
味
を
有
ち
な
が
ら
、
鼓
に
云
ふ
親
心
は
天
台
の
槻
心
で
そ
の
教
相
を
離
れ
ざ
る
寶
際
的
修

槻
方
法
と
心
得
べ
き
で
あ
る
。

更
に
天
台
の
教
相
に
馬
す
べ
き
玄
義
に
用
ゅ
る
槻
心
は
、
領
解
す
べ
き
法
相
を
心
の
上
に
持
て
來
て
槻
る
の
だ
か
ら
、
名
玄
義
で
も
、

鵠
玄
義
で
も
、
乃
至
は
三
諦
で
も
凹
諦
で
も
、
此
等
の
法
相
に
附
し
て
明
す
所
の
細
心
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
附
法
槻
と
雛
す
る
の
で
あ

る
。
文
句
に
用
ゆ
る
翻
心
緯
は
、
法
華
経
の
中
に
顎
は
れ
て
來
る
事
物
、
例
へ
ば
大
舍
城
と
か
耆
開
窟
山
と
か
云
へ
る
物
に
托
し
て
槻

心
を
稗
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
托
事
観
と
穂
す
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
等
の
翻
心
は
、
客
観
的
の
法
相
事
物
を
主
槻
の
内
に
入
れ

て
，
領
解
し
易
か
ら
し
む
る
最
上
の
方
法
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
故
に
修
行
と
し
て
鐸
す
る
塲
合
も
あ
れ
ば
、
法
門
と
し
て
解
樺
す
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
観
境
と
し
て
解
緯
す
る
時
も
あ
っ
て
、
槻
心
を
正
意
と
す
る
止
槻
の
如
く
、
絡
始
一
貫
槻
境
を
定
め
て
、
専
ら
三
槻
十
乘

の
修
行
方
法
を
説
く
の
と
は
、
其
の
内
容
を
異
に
す
る
こ
と
明
か
で
あ
る
。
こ
の
止
観
の
槻
心
を
縦
行
槻
叉
は
約
行
槻
と
稀
す
る
の
で
あ

籾
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以
上
述
ぺ
た
る
如
く
槻
心
は
修
行
方
法
に
は
相
遠
な
い
が
、
吾
が
己
心
を
概
し
て
法
華
圓
頓
の
理
を
証
す
る
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
翻
心

こ
そ
本
述
所
詮
の
法
艘
を
願
は
す
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
槻
心
は
究
寛
の
極
理
で
も
あ
り
、
至
極
の
絶
妙
と
も
名
け

と
述
べ
て
、
昔
・
通
・
本
・
槻
四
重
の
興
駿
を
明
か
に
し
、
本
迩
遠
近
の
化
用
も
法
華
開
顯
の
教
理
も
、
こ
れ
を
自
己
の
心
性
に
引
入
れ

て
槻
歩
る
と
き
、
始
め
て
其
の
功
能
を
顯
は
す
も
の
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
居
る
。
此
の
下
に
荊
溪
の

故
一
知
興
徒
一
引
謨
遠
近
一
未
吟
ラ
了
垂
槻
心
↓
遠
近
ハ
自
噌
彼
於
虚
我
↓
一
何
勃
爲
シ
如
常
ハ
貧
ノ
數
認
費
ラ
此
ノ
之
謂
也

と
註
せ
る
も
の
、
叉
至
極
御
道
理
と
感
が
る
次
第
で
あ
る
。
鼓
に
於
て
か
親
心
は
元
よ
り
修
行
で
は
あ
る
が
、
所
用
の
法
門
か
ら
見
れ

ば
、
本
迩
を
超
越
し
た
る
能
絶
の
大
教
と
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
親
心
は
教
相
を
活
か
す
道
で
あ
る
と
も
云

へ
る
。
是
は
玄
義
の
一
段
に
過
ぎ
な
い
が
、
専
ら
槻
心
を
明
す
止
槻
に
於
て
も
、
全
十
巻
の
内
前
四
巻
、
全
十
章
の
内
前
六
章
の
間
は
、
正

修
・
止
槻
の
用
意
方
便
と
し
て
、
教
相
教
理
を
開
演
し
、
立
行
の
土
豪
を
築
か
れ
て
居
る
。
さ
れ
ば
、
天
台
棚
心
の
内
容
も
亦
法
華
圓
頓

の
教
理
に
し
て
、
天
台
大
師
之
を
修
し
叉
之
を
証
し
、
行
者
の
爲
め
に
修
証
の
道
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
天
台
の
証
せ
ら
れ
た
法

得
る
の
で
あ
る
。
故
に
玄
義
ニ
ノ
上
極
十
七
に
は

る
。
叉
人
に
依
っ
て
其
の
行
相
を
異
に
す
る
邊
か
ら
、
南
岳
大
師
の
博
へ
た
る
三
種
の
止
観
、
即
ち
漸
次
・
不
定
ｅ
圓
頓
あ
れ
ど
も
、
今

の
摩
訶
止
観
に
説
く
所
は
、
直
に
法
華
圓
頓
の
理
を
修
証
す
る
圓
頓
止
観
な
の
で
あ
る
。

今
大
教
侭
〕
若
起
レ
バ
方
便
ノ
〔
睡

槻
一
將
尹
此
ノ
絶
ノ
名
一
名
。
於
槻
妙
一
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次
に
吾
が
日
蓮
宗
の
親
心
は
何
う
で
あ
る
か
、
こ
れ
を
鮮
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
吾
瓶
が
當
身
の
大
事
と
し
て
・
御
撰
述
遊
ば
さ

れ
た
る
槻
心
本
尊
紗
（
九
二
も
の
如
き
、
而
か
も
其
の
副
欣
（
九
五
古
に
は

観
心
ノ
法
門
少
交
注
沙
之
乃
至
此
事
日
蓮
當
身
〃
大
事
也

と
遊
ば
さ
れ
、
其
他
授
職
潅
頂
紗
Ｃ
Ｏ
二
も
、
總
勘
文
紗
二
九
○
古
、
十
法
界
紗
（
二
八
九
、
二
九
つ
等
随
庭
に
親
心
の
語
を
御
用
ひ
に

な
ら
れ
て
居
ら
る
。
惟
ふ
に
翻
心
の
語
は
天
台
の
其
れ
を
襲
用
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
其
の
内
容
法
艘
等
大
に
異
る
の
で
あ
る
。
吾
宗
に

於
て
槻
心
と
云
ふ
も
修
行
の
方
法
た
る
意
味
に
相
違
は
な
い
が
、
十
界
事
常
の
御
本
尊
を
境
艘
と
し
て
、
一
心
に
南
無
妙
法
蓮
華
經
悲
唱

ぶ
れ
ば
、
無
始
以
來
三
法
（
本
佛
と
本
法
と
吾
）
一
僻
の
妙
旨
が
、
自
然
に
願
現
す
る
虚
に
、
其
の
行
相
の
碩
異
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

是
を
事
行
の
妙
槻
と
も
、
本
化
の
信
行
と
も
名
く
る
の
で
、
槻
心
の
語
に
は
相
應
し
な
い
様
で
あ
る
が
、
天
台
の
槻
慧
の
代
り
に
信
念
を

華
經
の
質
理
は
、
諸
法
賀
相
を
出
で
な
い
、
即
ち
三
千
諸
法
の
一
つ
な
る
吾
が
己
心
を
槻
境
と
定
め
て
、
三
千
の
諸
法
も
こ
の
心
性
の
本

具
で
あ
り
、
費
相
の
理
龍
も
即
室
假
中
で
あ
る
と
願
は
ず
に
あ
る
。
こ
れ
が
法
華
所
詮
の
妙
臘
で
あ
り
、
佛
の
如
實
に
知
見
し
玉
ふ
所
で

あ
る
。
故
に
章
安
大
師
は
止
観
の
序
に
（
一
ノ
ー
諦
七
）

此
之
止
観
ハ
天
台
智
者
説
二
己
心
中
所
行
ノ
法
門
↓

と
云
ひ
ゞ
荊
溪
大
師
も
亦
輔
行
（
止
観
五
ノ
ー
一
厨
）
に

と
云
ひ
、
荊
溪
大
師
も
亦
棒

乃
チ
是
し
維
窮
究
寛
ノ
極
読

と
云
ふ
。
即
ち
天
台
至
極
（

即
ち
天
台
至
極
の

棚

法
門
で
あ
り
、

心

の
法
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門

槻
心
所
行
の
法
鰡
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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Ⅱ

以
て
し
、
心
性
本
具
三
千
三
諦
の
代
り
に
、
事
相
常
住
已
心
本
尊
を
以
て
境
鰐
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
台
の
一
念
三
千
槻
理
境
結
成

の
文
を
會
し
て
，
吾
旭
の
信
念
唱
題
己
心
本
尊
の
妙
境
を
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
是
が
即
ち
襯
心
本
尊
（
九
二
６
で
あ
り
、
壽
量
品
の
槻

心
Ｑ
○
二
九
）
で
あ
り
、
受
持
誕
與
（
九
一
尺
〕
の
行
相
で
あ
り
、
但
信
唱
題
當
鵠
蓮
華
佛
晃
九
ど
の
修
証
で
あ
る
。
故
に
吾
宗
の
槻
心
は
、

信
者
の
心
椛
へ
と
も
安
心
立
行
と
も
見
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
斯
う
し
た
吾
宗
の
槻
心
は
、
何
に
よ
り
て
立
て
ら
れ
た
か
、

端
的
に
云
は
ご
槻
心
の
法
臘
は
何
で
あ
る
か
。
申
す
迄
も
な
く
天
台
が
迩
門
方
便
品
の
興
理
溌
相
を
法
華
の
所
詮
槻
心
の
法
艘
と
す
る
に

反
し
、
本
門
涛
蛍
品
の
文
底
に
於
け
る
三
法
一
暖
の
妙
旨
を
吾
宗
槻
心
の
法
艘
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
艘
を
悪
す
前
提
と
し
て
、
簿

量
品
顯
本
の
次
第
を
老
ふ
る
に
、
天
台
は
毒
量
品
の
文
の
如
く
、
伽
耶
近
成
歴
史
的
佛
陀
の
本
時
は
、
五
百
千
萬
億
塵
鮎
の
昔
に
あ
る
と

顯
は
す
が
故
に
尚
ほ
有
限
始
覺
の
遠
壽
で
あ
る
か
ら
、
佛
の
憤
値
に
高
下
な
く
、
所
証
の
境
界
亦
迩
の
理
實
相
と
鍵
り
が
な
い
。
然
る
に

吾
祗
は
、
こ
の
壽
量
品
の
文
の
奥
底
を
徹
見
し
て
、
五
百
塵
黙
は
無
始
顯
本
の
一
過
程
は
過
ぎ
な
い
、
是
の
故
に
壽
量
品
の
教
相
は
、
佛

の
無
始
久
遠
を
顯
は
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
随
て
所
化
の
衆
生
も
無
始
本
有
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
銭
に
始
め
て
迩
門
始

覺
の
十
界
互
具
は
、
其
侭
本
覺
本
有
の
十
界
互
具
と
な
っ
た
道
理
で
あ
る
か
ら
、
佛
界
に
も
無
始
の
九
界
を
具
し
、
九
界
に
も
無
始
の
佛

界
を
具
す
る
こ
と
に
な
る
。
是
を
天
台
の
文
上
随
他
の
本
門
に
對
し
て
、
文
底
随
自
の
本
門
と
講
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
門
の
槻
心
は
、

南
無
妙
法
蓮
華
經
の
一
心
に
於
て
，
吾
等
凡
夫
の
一
心
と
如
來
の
一
心
と
、
其
俄
一
つ
で
あ
る
と
願
は
す
に
あ
る
。
其
は
こ
の
七
字
の
題

目
が
、
因
果
倶
時
生
佛
同
艘
で
あ
り
極
理
で
あ
り
心
で
あ
り
、
本
佛
所
証
の
本
法
で
あ
っ
て
、
三
法
一
膿
の
妙
旨
も
、
十
界
三
千
事
相
常

住
の
常
相
（
四
十
五
字
の
法
鴨
）
も
、
皆
是
の
七
字
の
展
開
叉
は
愛
相
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

若
し
十
法
界
紗
昌
九
９
四
重
興
駿
の
一
段
に
於
て
、
本
門
と
槻
心
と
其
の
教
臘
を
分
別
す
る
と
き
は
、
本
門
は
能
入
の
教
門
な
る
が

故
に
、
随
自
本
門
即
ち
毒
堂
品
文
底
の
教
相
と
見
る
べ
く
、
槻
心
は
所
到
の
妙
虎
な
る
が
故
に
、
本
有
の
妙
法
蓮
華
經
の
當
繼
と
見
る
ぺ

麹

心

の
法

門

五

一
、



槻
心
の
大
教
と
か
、
五
重
相
對
の
教
柵
の
槻
と
か
、
槻
心
の
法
門
と
か
仰
せ
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
化
別
頭
の
槻
心
を
願
は
す
上
に

於
て
、
最
も
意
義
深
い
こ
と
画
拝
す
る
の
で
あ
る
。
而
か
も
其
れ
を
當
身
の
大
事
と
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
佛
の
因
果
と
悟
道
と
慈
悲
と

事
業
と
を
、
其
儘
末
法
の
吾
租
の
身
の
上
の
事
と
さ
鯉
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
法
華
経
の
行
者
と
し
て
の
鵠
験
か
ら
、
末
法
の
弘
通
は
溢

上
如
読
の
行
法
〔
棲
紳
廿
一
號
一
も
で
進
ま
胆
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
行
に
活
か
し
得
ぬ
教
法
は
魂
の
ぬ
け

た
死
物
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
と
の
思
召
を
以
て
、
獅
子
王
の
如
く
要
法
の
行
を
唱
導
遊
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
末
法
今
時
特
に
教
家
の

活
動
を
要
す
る
時
、
如
読
修
行
妙
の
如
き
信
念
を
以
て
、
槻
心
本
難
紗
の
如
き
、
吾
姐
が
己
心
中
所
行
の
法
門
を
、
吾
等
が
己
心
の
所
行

と
し
て
、
廣
宣
流
布
の
願
行
に
精
進
せ
組
ば
な
ら
ぬ
。

き
で
あ
る
、
所
謂
本
尊
紗
兜
四
二
）
に
於
け
る
本
法
三
段
（
叉
は
槻
心
三
段
と
も
云
ふ
）
の
正
宗
分
の
法
鵠
、
叉
は
内
証
の
壽
量
品
と
鰐

す
る
も
の
で
あ
ら
ふ
。
但
し
教
槻
元
よ
り
二
に
し
て
不
二
な
る
も
の
な
る
が
故
は
、
永
く
別
な
ら
ざ
る
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。

淑

心

の
法

五

門

（
昭
和
一
三
。
一
○
・
二
八
）

▲
、
ユ
ノ
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